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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（1）経営成績に関する説明 

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、株価の上昇や円安傾向が継続する中で、輸出関連企業の収益

が好調であることに伴い、雇用・所得環境の改善が見られましたが、原材料価格の高騰や海外経済の下振れリスク

が懸念される等、依然として先行きの不透明な状況で推移いたしました。 

建設業界におきましては、公共事業、民間設備投資ともに力強さは見られず、また、深刻な技術者・労働者不足

も継続しており、依然として厳しい状況となりました。 

このような状況のもとで、当第２四半期連結累計期間の当社グループの売上高は 56 億 5千 9百万円（前年同四半

期比 17.8％減）となりました。利益面につきましては、売上高が減少したことにより、営業利益は 3億 8千 3百万

円（前年同四半期比 3.5％減）、経常利益は 4億 6 千 8百万円（前年同四半期比 2.3％減）となり、四半期純利益は

2億 9 千 6百万円（前年同四半期比 21.9％増）となりました。 

 

セグメントの業績は、次のとおりであります。（セグメントの業績については、セグメント間の内部売上高又は振

替高を含めて記載しております。） 

（建設事業） 

受注工事高は 30 億 4 千 5百万円（前年同四半期比 69.3％減）、完成工事高は 55 億 1千 6百万円（前年同四半期

比 17.7％減）、セグメント利益は、完成工事高の減少に伴い 5億 6千 1百万円（前年同四半期比 3.8％減）となりま

した。 

（製造・販売事業等） 

主にアスファルト製品の製造・販売で、売上高は 4億 5千 3百万円（前年同四半期比 10.2％減）、セグメント利

益は 2千 6百万円（前年同四半期比 53.7％減）となりました。 

 

（2）財政状態に関する説明 

①資産、負債及び純資産の状況 

当第２四半期連結会計期間末における総資産につきましては、現金預金が 9億円増加しましたが、受取手形・完

成工事未収入金等が 27 億 4 千 2百万円減少したこと等により、前連結会計年度末より 8億 5千 8 百万円減少し、223

億 5 千 6百万円となりました。 

負債につきましては、支払手形・工事未払金等が 5億 5千 1百万円、未成工事受入金が 7億 5千 6百万円それぞ

れ減少したこと等により、前連結会計年度末より 13 億 8千 1百万円減少し、28 億 1 千 5百万円となりました。 

純資産につきましては、利益剰余金が 1 億 5千 2百万円、その他有価証券評価差額金が 3億 4 千 4百万円それぞ

れ増加したこと等により、前連結会計年度末より 5億 2千 3百万円増加し、195 億 4 千 1百万円となりました。 

この結果、自己資本比率は 85.9％（前連結会計年度末は 80.5％）となりました。 

②キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ 9億円増加し、115 億 6 千 3

百万円となりました。 

営業活動によるキャッシュ・フローは、仕入債務の減少 5億 5千 1 百万円、未成工事受入金の減少 7億 5千 6百

万円等がありましたが、売上債権の減少 27 億 4 千 2百万円等により、12 億 3百万円の増加（前年同四半期は 15 億

9千 5百万円の増加）となりました。 

投資活動によるキャッシュ・フローは、有価証券の償還による収入 2億円、投資有価証券の売却による収入 2 億

3千 5百万円等がありましたが、投資有価証券の取得による支出 4億円、定期預金の預入による支出 2億円等によ

り、1億 5 千 5 百万円の減少（前年同四半期は 5億 9千 3百万円の増加）となりました。 

財務活動によるキャッシュ・フローは、配当金の支払額 1億 4 千 5百万円等により、1 億 4千 9百万円の減少（前

年同四半期は 1億 6 千 2百万円の減少）となりました。 

 

（3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成 27 年 12 月期の業績予想につきましては、平成 27 年７月 31 日に公表いたしました業績予想に変更はありま

せん。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

（1）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

 

（2）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

（税金費用の計算） 

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。ただし、

当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を使用す

る方法によっております。 

 

（3）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

該当事項はありません。 
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（4） 四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 

 

（セグメント情報等） 

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成 26 年１月１日 至 平成 26 年６月 30 日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円） 

 報告セグメント 
調整額 
（注）１ 

四半期連結損益
計算書計上額
（注）２ 建設事業 

製造・販売 
事業等 

計 

売上高  

外部顧客への売上高 6,706 177 6,883 － 6,883

セグメント間の内部売上高
又は振替高 

－ 328 328 △328 －

計 6,706 504 7,210 △328 6,883

セグメント利益 583 57 640 △243 397

（注）１．セグメント利益の調整額△243 百万円には、セグメント間取引消去△15 百万円及び各報告セグメントに配

分していない全社費用△228 百万円が含まれております。全社費用は、報告セグメントに帰属しない一般管理

費であります。 

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成 27 年１月１日 至 平成 27 年６月 30 日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円） 

 報告セグメント 
調整額 
（注）１ 

四半期連結損益
計算書計上額
（注）２ 建設事業 

製造・販売 
事業等 

計 

売上高  

外部顧客への売上高 5,516 144 5,659 － 5,659

セグメント間の内部売上高
又は振替高 

－ 309 309 △309 －

計 5,516 453 5,969 △309 5,659

セグメント利益 561 26 587 △205 383

（注）１．セグメント利益の調整額△205 百万円には、セグメント間取引消去 13 百万円及び各報告セグメントに配分

していない全社費用△217 百万円が含まれております。全社費用は、報告セグメントに帰属しない一般管理費

であります。 

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 
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４.　補足情報

受注工事高・売上高・繰越工事高

受注工事高・売上高・繰越工事高(連結)

受注工事高 （単位：百万円）

金額 構成比(％) 金額 構成比(％) 金額 率(％) 金額 構成比(％)

官公庁 2,888 86.0 1,947 92.9 △ 941 △ 32.6 5,126 86.2

建 土木 民 間 472 14.0 33.9 149 7.1 68.8 △ 323 △ 68.4 823 13.8 37.0

計 3,360 100.0 2,096 100.0 △ 1,264 △ 37.6 5,949 100.0

設 官公庁 29 0.4 60 6.4 32 110.8 96 0.9

建築 民 間 6,528 99.6 66.1 889 93.6 31.2 △ 5,639 △ 86.4 10,035 99.1 63.0

事 計 6,557 100.0 949 100.0 △ 5,608 △ 85.5 10,130 100.0

官公庁 2,917 29.4 2,007 65.9 △ 910 △ 31.2 5,221 32.5

業 計 民 間 7,000 70.6 100.0 1,037 34.1 100.0 △ 5,962 △ 85.2 10,858 67.5 100.0

計 9,916 100.0 3,045 100.0 △ 6,872 △ 69.3 16,079 100.0

売上高

金額 構成比(％) 金額 構成比(％) 金額 率(％) 金額 構成比(％)

官公庁 3,515 97.0 2,089 89.7 △ 1,425 △ 40.6 6,027 89.3

建 土木 民 間 110 3.0 54.1 240 10.3 42.2 130 118.5 725 10.7 53.1

計 3,625 100.0 (52.6) 2,329 100.0 (41.2) △ 1,295 △ 35.7 6,752 100.0 (51.9)

設 官公庁 840 27.3 58 1.8 △ 782 △ 93.0 1,104 18.5

建築 民 間 2,241 72.7 45.9 3,128 98.2 57.8 887 39.6 4,861 81.5 46.9

事 計 3,081 100.0 (44.8) 3,186 100.0 (56.3) 105 3.4 5,964 100.0 (45.8)

官公庁 4,355 64.9 2,148 38.9 △ 2,207 △ 50.7 7,131 56.1

業 計 民 間 2,351 35.1 100.0 3,368 61.1 100.0 1,017 43.3 5,586 43.9 100.0

計 6,706 100.0 (97.4) 5,516 100.0 (97.5) △ 1,190 △ 17.7 12,716 100.0 (97.7)

製造・販売事業等 177 144 △ 33 △ 18.7 297

合計 6,883 5,659 △ 1,223 △ 17.8 13,014

繰越工事高

(平成26年６月30日) (平成27年６月30日) (平成26年12月31日)

金額 構成比(％) 金額 構成比(％) 金額 率(％) 金額 構成比(％)

官公庁 1,927 82.9 1,509 97.3 △ 417 △ 21.7 1,652 92.6

建 土木 民 間 396 17.1 27.8 42 2.7 25.7 △ 355 △ 89.5 133 7.4 21.0

計 2,323 100.0 1,551 100.0 △ 772 △ 33.2 1,784 100.0

設 官公庁 241 4.0 47 1.1 △ 194 △ 80.5 45 0.7

建築 民 間 5,784 96.0 72.2 4,432 98.9 74.3 △ 1,353 △ 23.4 6,671 99.3 79.0

事 計 6,026 100.0 4,479 100.0 △ 1,547 △ 25.7 6,716 100.0

官公庁 2,168 26.0 1,556 25.8 △ 612 △ 28.2 1,697 20.0

業 計 民 間 6,180 74.0 100.0 4,473 74.2 100.0 △ 1,707 △ 27.6 6,804 80.0 100.0

計 8,348 100.0 6,030 100.0 △ 2,319 △ 27.8 8,501 100.0

(100.0)

(2.3)

(100.0)

(自 平成26年１月１日
  至 平成26年12月31日)

(自 平成26年１月１日
  至 平成26年12月31日)

(自 平成26年１月１日 (自 平成27年１月１日
  至 平成26年６月30日)

前連結会計年度末

前第2四半期
連結累計期間

(自 平成26年１月１日

(2.6)

(自 平成27年１月１日
  至 平成27年６月30日)

  至 平成27年６月30日)

増 減

増 減

当第2四半期
連結累計期間

前第2四半期
連結累計期間

当第2四半期
連結累計期間

前連結会計年度

前第2四半期
連結会計期間末

当第2四半期
連結会計期間末

前連結会計年度

  至 平成26年６月30日)

増 減

(100.0)

(2.5)
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受注工事高・売上高・繰越工事高(個別)

受注工事高 （単位：百万円）

前事業年度

金額 構成比(％) 金額 構成比(％) 金額 率(％) 金額 構成比(％)

官公庁 2,697 85.1 1,655 92.1 △ 1,042 △ 38.6 4,668 85.1

建 土木 民 間 471 14.9 32.6 142 7.9 65.4 △ 329 △ 69.8 819 14.9 35.1

計 3,168 100.0 1,797 100.0 △ 1,371 △ 43.3 5,487 100.0

設 官公庁 29 0.4 60 6.4 32 110.8 96 0.9

建築 民 間 6,528 99.6 67.4 889 93.6 34.6 △ 5,640 △ 86.4 10,035 99.1 64.9

事 計 6,557 100.0 949 100.0 △ 5,608 △ 85.5 10,131 100.0

官公庁 2,726 28.0 1,715 62.5 △ 1,010 △ 37.1 4,764 30.5

業 計 民 間 6,999 72.0 100.0 1,031 37.5 100.0 △ 5,969 △ 85.3 10,854 69.5 100.0

計 9,725 100.0 2,746 100.0 △ 6,979 △ 71.8 15,618 100.0

売上高

前事業年度

金額 構成比(％) 金額 構成比(％) 金額 率(％) 金額 構成比(％)

官公庁 3,233 96.8 1,771 88.4 △ 1,462 △ 45.2 5,477 88.4

建 土木 民 間 107 3.2 52.0 233 11.6 38.6 125 117.0 720 11.6 51.0

計 3,340 100.0 (50.5) 2,003 100.0 (37.4) △ 1,337 △ 40.0 6,197 100.0 (49.7)

設 官公庁 840 27.3 58 1.8 △ 782 △ 93.0 1,104 18.5

建築 民 間 2,241 72.7 48.0 3,128 98.2 61.4 887 39.6 4,861 81.5 49.0

事 計 3,082 100.0 (46.6) 3,186 100.0 (59.5) 105 3.4 5,965 100.0 (47.8)

官公庁 4,074 63.4 1,829 35.2 △ 2,244 △ 55.1 6,581 54.1

業 計 民 間 2,348 36.6 100.0 3,361 64.8 100.0 1,012 43.1 5,581 45.9 100.0

計 6,422 100.0 (97.1) 5,190 100.0 (96.9) △ 1,232 △ 19.2 12,161 100.0 (97.5)

製造・販売事業等 189 167 △ 22 △ 11.9 315

合計 6,611 5,357 △ 1,255 △ 19.0 12,477

繰越工事高

前事業年度末

(平成26年６月30日) (平成27年６月30日) (平成26年12月31日)

金額 構成比(％) 金額 構成比(％) 金額 率(％) 金額 構成比(％)

官公庁 1,727 81.3 1,338 97.0 △ 389 △ 22.5 1,454 91.7

建 土木 民 間 396 18.7 26.1 41 3.0 23.6 △ 355 △ 89.5 132 8.3 19.1

計 2,123 100.0 1,380 100.0 △ 743 △ 35.0 1,586 100.0

設 官公庁 241 4.0 47 1.1 △ 194 △ 80.5 45 0.7

建築 民 間 5,784 96.0 73.9 4,432 98.9 76.4 △ 1,353 △ 23.4 6,671 99.3 80.9

事 計 6,026 100.0 4,479 100.0 △ 1,547 △ 25.7 6,716 100.0

官公庁 1,969 24.2 1,385 23.6 △ 583 △ 29.6 1,499 18.1

業 計 民 間 6,180 75.8 100.0 4,473 76.4 100.0 △ 1,707 △ 27.6 6,803 81.9 100.0

計 8,149 100.0 5,859 100.0 △ 2,290 △ 28.1 8,302 100.0

  至 平成27年６月30日)

(自 平成26年１月１日 (自 平成27年１月１日
  至 平成26年６月30日)

(100.0)

(自 平成26年１月１日
  至 平成26年12月31日)

(自 平成26年１月１日
  至 平成26年12月31日)

(2.5)

前第2四半期
累計期間

当第2四半期
累計期間

  至 平成26年６月30日)

  至 平成27年６月30日)

増 減

増 減

(自 平成26年１月１日

前第2四半期
累計期間

当第2四半期
累計期間

(自 平成27年１月１日

(2.9)

増 減

(100.0)

前第2四半期
会計期間末

当第2四半期
会計期間末

(100.0)

(3.1)
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